
 

都道府県名：北海道 市町村名：津別町 

１．活動名   

津別げんきの森活用推進事業 

２．取組の背景、目的 

  「愛林の町」津別町は自然豊かな町であるが、森林に触れ親しむ機会、森林で遊ぶ機会は少ない状

況にある。 

このため、つべつ緑の少年団や教育委員会所管の少年期事業などと連携し、げんきの森（道立 21

世紀の森）を主な活動フィールドとしたプログラムを子ども及びその保護者に提供し、親子がともに

森に触れ親しむことで、森林づくりの大切さを学び、体験活動を通じて子どもたちの生きる力を育て

るとともに緑化思想の普及に努めることを目的とする。 

３．実施主体 

  津別げんきの森利用推進実行委員会（事務局 役場産業課林政担当） 

４．取組の概要 

   5.9  町民植樹祭参加 津別町字共和（町有林内）  参加者12名  

   5.16 ツリーイング体験事業 津別町字共和（２１世紀の森） 参加者33名 

   6.26  清掃・木工体験 津別町字共和（２１世紀の森）・体験工房（木のコースター作り） 参加者10名 

7.4   緑の募金活動 津別町字共和（夏まつり会場） 参加者７名 

   7.27､28  自然体験活動（川下り） 津別町字共和（津別川）～字活汲（網走川） 参加者29名 

 8.3  森林学習活動（樹木学習） 津別町字共和（２１世紀の森） 参加者20名 

9.13 森林学習活動（木の葉ステンドグラス） 津別町字共和（２１世紀の森） 参加者５名 

  10.30 植樹・林業体験事業（枝打ち作業） 津別町字共和（２１世紀の森）・恩根町有地 参加者17名 

 

５．支援事業    

   緑の募金交付金１２０，０００円（定額補助） 

６．取組等についての成果や課題 

   各種の活動を通じ、自然を大切にする気持ちを育めたほか、林業に対する理解も深められた。ま

た、自然との接し方や遊び方も学ぶことができた。 

   町内の児童数の減少により、各団体の構成数も減少している。 



 

  

ツリーイング体験事業 

  

木工体験活動（木のコースターづくり） 

  

森林学習活動（樹木学習） 

  

植樹体験活動 




